別紙３
ひょうごエコタウン推進会議規約
（名　称）
第１条　本会は、ひょうごエコタウン推進会議と称する。
（目　的）
第２条　本会は、ひょうごエコタウン構想の事業化推進や産学官の協力・連携によるリサイクルの調査研究並びに資源循環の推進等について、県民、事業者、行政等幅広い関係者の参画と協働のもと、一体的に取り組むことにより、環境と調和したまちづくりの推進を図り、持続可能な循環型社会を形成していくことを目的とする。
（事　業）
第３条  本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
 (1) 循環型社会の形成のために必要な事業の企画、立案
 (2) 循環型社会の形成のために必要な情報の収集及び提供
 (3) 循環型社会の形成のために必要な調査研究
 (4) ひょうごエコタウン構想の推進に必要なリサイクル事業の支援
 (5) 前号に掲げるもののほか、本会の目的を達成するために必要な事業
（会　員）
第４条　本会の会員は、本会の目的に賛同する県民、事業者、関係団体、大学等研究機関、県、市町等で構成する。
２　会員は、理事会の承認を得て入会し、総会において報告されるものとする。
（役　員）
第５条　本会に次の役員を置く。
 (1) 会長                    　１名
 (2) 副会長                  　２名以内
 (3) 理事                    ２５名以内（会長、副会長含む）
 (4) 監事                      ２名
２　理事及び監事は、総会において会員の中から選任する。
３　会長、副会長は理事の互選による。
（役員の職務）
第６条　会長は、本会を代表し、業務を総括する。
２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。
３　理事は、理事会を構成し、業務の執行を決定する。
４　監事は、本会の会計を監査する。
５　役員については、あらかじめ指定された者が当該役員の職務を代行することができる。（役員の任期）
第７条　役員の任期は２年とし、再任を妨げない。
２　補欠によって就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。
３　役員は、辞任した場合又は任期満了の場合においても、後任者が就任するまでは、前任者が職務を行うものとする。
（顧問）
第８条　本会に顧問を置くことができる。　
２　顧問は、会長が委嘱する。
３　顧問は、会長の諮問に応じ、又は、自ら意見を述べることができる。
（総　会）
第９条　総会は、毎年１回定期に開催するほか、必要に応じ開催する。
２　総会は、会長が招集し、会長がその議長となる。
３　総会は、会員の過半数の出席で成立し、議事は出席会員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
４　総会は、この規約に規定するもののほか、次の各号に掲げる事項を議決するものとする。
 (1) 予算及び事業計画の決定
 (2) 決算及び事業報告の承認
 (3) その他本会の運営に関する重要な事項
（理事会）
第１０条　理事会は、会長が必要と判断したときに開催する。
２　理事会は、この規約に規定するもののほか、次の事項を決定する。
 (1) 総会の議決した事項の執行に関すること。
 (2) 総会に付議すべき事項の審議に関すること。
 (3) その他総会の議決を要しない事項の執行に関すること。
（幹事会）
第１１条　本会に、本会の事業の円滑な推進を図るため、幹事会を置く。
２　幹事は、役員である団体等の長が推薦する者から会長が指名するものをもってあてる。
（事業化検討委員会）
第１２条　本会に、循環型社会の形成のために必要なリサイクル事業の推進や事業化に向けた研究会活動を支援するため、事業化検討委員会を設置する。
２　事業化検討委員会の委員（委員長を含む）は、次に掲げる者から構成する。
 (1) 学識経験者
 (2) 関係事業者代表
 (3) 関係行政機関の職員　
３　検討委員会の委員長は、委員の互選により定める。
４　検討委員会の委員は、理事会で決定する。
５　検討委員会は、委員長が招集する。
６　検討委員会は、次の各号に掲げる事項を決定するものとする。
 (1) 事業化推進のための活動方針に関すること
 (2) 研究会への提案事項に関すること
 (3) 研究会の成果の評価に関すること
（部　会）
第１３条　本会に循環型社会の形成のために必要な事項を検討するため、部会を置くことができる。　
（専門委員）
第１４条  本会に専門委員を置くことができる。
２　専門委員は次に掲げる者の中から、会長が委嘱する。
 (1) リサイクル・廃棄物処理及び環境ビジネス分野等に関する学識経験者
 (2) 国等の廃棄物・リサイクル所管部局の関係職員
３　本会の事務局は、技術的・専門的事項に関して、必要に応じ専門委員に助言を求めることができる。
（会　計）
第１５条　本会の会計は、会費、寄付金、その他の収入をもってあてる。
２　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月末に終わるものとする。
（会　費）
第１６条　会員は、別に定める会費を所定の期日までに納入するものとする。
（事務局）
第１７条　本会の事務を処理するため、事務局を置く。
２　事務局は、（財）兵庫県環境クリエイトセンターに置く。
（規約の改正）
第１８条　本規約の改正は、総会の決議によらなければならない。
（補則）
第１９条　この規約に定めるもののほか、本会の運営について必要な事項は、理事会の議決を経て、会長が別に定める。
  附　　則
１　この規約は、平成１５年１２月５日から施行する。　　
２　この規約の施行後の最初の会計年度は、第１５条の規定にかかわらず、平成１５年１２月５日から平成１６年３月３１日までとする。



































































































